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明治以降の
旭区のあゆみ

それは旭区で
いつから？

明治 20年 (1887) の旭区周辺

昭和 29年 (1954) の旭区周辺

大正 14年 (1925) の旭区周辺

昭和 45年 (1970) の旭区周辺

資料提供：大阪市史編纂所
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千林小学校創立（のちに千林尋常髙等小学校となる） 
奥村織布工場開業、旭区の工業の始まり
今福郵便局電話分室で交換事務開始
平太の渡し（豊里村営で）。延宝４年(1676)以降個人経営
京阪電車開通、森小路駅開設。昭和６年(1931)に新線(Ｂ線のみ)へ移転
京阪電鉄毛馬火力発電所より供給開始
特定局森小路郵便局開局（ただし集配は本局鯰江郵便局）
古市村営公設市場開場（後の森小路公設市場）
加島銀行森小路出張所開店
城北地区一部で送水開始、大正13年(1924)に古市・清水地区まで普及
京阪商業仮創立、公立では昭和12年(1937)に第6職工学校創立
東成区役所出張所を千林に設置、昭和７年(1932)に旭区役所新設
(社)大阪中央放送局放送開始、昭和６年(1931)頃から受信機普及
大阪ガスが旭区へ供給開始、昭和６年(1931)に区内全域に供給
森小路１丁目～片町間運行開始、昭和６年(1931)に森小路８丁目まで延長
現旭区出身の第１号　寺西圓治郎氏
都島本通～今市間開通、昭和６年(1931)に今市～守口開通
高島屋森小路店開店
森小路公園開園、次いで昭和９年(1934)に城北公園開園
旭税務署開署（野江中３）、昭和41年(1966)に新築移転
国道２号（別名京阪国道）開通　※現在は国道１号
森小路郵便局で取扱い開始
三和銀行森小路出張所開設、昭和13年(1938)に支店に昇格
（現：生江保育所）開設
江南キネマ開館
私立新森幼稚園開設、公立では昭和52（1977）年に市立旭東幼稚園開設
城北運河完成
昭和22年(1947)に解散､現行の制度は昭和50年(1975)に旭区地域振興会発足から
思斉学校創立
旭警察署開署、以前は今福、網島、守口３署の管轄
森小路保健所開所（大宮町２）、昭和38年(1963)に新庁舎へ移転
旭第一中学校創立、旭第二中学校創立
旭消防署開署、以前は今福消防署の管轄
大宮保育所（現：大宮第一保育所）、森小路保育所認可
摂南工業大学創設（大正11年（1922）関西工学専修学校創設）
旭高等学校創立（創立当初は第48高等学校）
市立城北市民病院開院、平成５年(1993)に市立総合医療センターに併合
ＮＨＫ本放送開始
守口～今里間運行開始、昭和45年(1970)に廃止
旭区淀川河畔で開催、昭和49年(1974)まで。以後天神祭奉賛行事に併合
阪神高速森小路線開通
町は削除､丁目･番･号制に改正…新地名登場(高殿､新森､清水､太子橋)
今福下水処理場完成で実現
旭図書館開館、平成12年(2000)に現在地に移転
谷町線都島～守口間開通
JRおおさか東線（北区間）が開通、城北公園通駅開設

項　目年　代 摘　　　要

※「ぶらり探訪　 旭の見どころ・知りどころ」より一部抜粋
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廃藩置県（大阪府を置く）　旭区域は摂津県東成郡に属す
千林小学校創立（のちに千林尋常髙等小学校となる）
淀川修築工事着工　水制（ケレップ）工事が始まる
中村小学校創立（のちに城北尋常学校となる）
淀川左岸決壊し、大洪水が起こる。翌年にかけてコレラが大流行
市制町村制施行（大阪市発足）　旭区域は東成郡のまま
清水、古市、城北村がこの頃成立
淀川大洪水　翌年から淀川改良工事が始まる
城北尋常学校（現：城北小学校）創立
京阪電車開通（天満橋～五條間）　蒲生・野江・森小路駅開設
この頃、千林商店街ができる
城北村に初の上水道給水
米騒動が起こる
千林尋常髙等小学校が分離し、
清水尋常小学校（現：清水小学校）・古市尋常髙等小学校（現：古市小学校）創立
関西工学専修学校（現：大阪工業大学）創設
古市耕地整理組合設立　城北村で共同浴場開設
大阪市第二次市域拡張　旭区域が市域に編入され東成区に
城北土地区画整理組合設立
京阪国道(現、国道１号)の舗装工事始まる　京阪電鉄にロマンスカー登場
片町～森小路、東野田６丁目～森小路１丁目間で区内初の市バス運行
区画整理事業による町名変更が行われる（昭和20年まで）
森小路、北船場、大宮で土地区画整理組合設立
榎並之荘、清水で土地区画整理組合設立
市電都島～守口間開通　森小路遺跡が発見される
旭区が誕生（東成区から分区）　森小路公園（現：新森中央公園）開園
京阪国道(現、国道１号)開通　京阪電鉄蒲生～守口間高架複々線工事完成
託児所（現：生江保育所）開設　大宮尋常小学校（現：大宮小学校）創立
城北公園開園　室戸台風襲来
御堂筋竣工　第6職工学校（現：淀川工科高等学校）創立
城北運河（現、城北川）完成　託児所（現：森小路保育所）開設
大宮高等小学校（現：高殿小学校）創立　思斉学校（現：思斉支援学校）創立
託児所（現：大宮第一保育所）開設
大宮西国民学校（現：大宮西小学校）創立　生江国民学校（現：生江小学校）創立
南半分が城東区、一部が都島区となり、現在の旭区となる　旭公園開園
託児所（現：両国保育所）開設
大阪市東北部大阪大空襲（６月７日）　終戦（８月１５日）
旭第一中学校（現：旭陽中学校）創立　旭第二中学校（現：大宮中学校）創立
旭第三中学校（現：旭東中学校）創立
旭区役所庁舎再建（火災焼失のため）
清水南小学校（現：新森小路小学校）創立　太子橋小学校創立
第48高等学校（現：旭高等学校）創立
台風13号による大洪水が起こる　今市中学校創立
今里～守口間でトロリーバス運転開始　ダイエー１号店が千林にオープン
光陽養護学校（現：光陽支援学校）創立
太子橋中公園開園
城北公園に菖蒲園開園
阪神高速道路北浜～森小路間開通
市電全廃
豊里大橋完成、平太の渡し廃止　旭区役所新庁舎完成　万国博覧会開催
阪神高速道路守口線開通　旭区全域が下水処理区域になる
城北運河魚つり場オープン　清水保育所開設
城北運河歩行者専用道路完成　大阪市分区により26区に
旭図書館開館、区老人福祉センター開設
地下鉄谷町線都島～守口間開通　千林大宮、太子橋今市駅開設　旭東幼稚園開設
高殿南小学校創立
淀川大堰竣工
菅原城北大橋開通　大阪市合区により24区に
国際花と緑の博覧会開催
旭スポーツセンター開設
旭区民センター・芸術創造館・旭図書館完成
旭屋内プール・城北市民学習センター開設
地下鉄今里筋線井高野～今里間開通
あさひあったかバス（北港観光バス株式会社）が運行開始
マタニティ安心タクシー「愛称：旭ゆりかごタクシー」（日本タクシー株式会社）が運行開始
JRおおさか東線（北区間）が開通、城北公園通駅開設
伝豊国大明神坐像（大宮神社）として大阪市の有形民俗文化財に指定される

地図で見る旭区　の移り変わり

　時代別に地図を眺めてみると、旭
区の移り変わりが見えてきます。

 例えば、明治20年(1887)の地図を
見ると、暮らしの場が数か所に点在
していることなどが分かります。

明治30年(1897)の
淀川改修工事計画図

資料提供：淀川河川事務所

●明治18年(1885)淀川で
大洪水が発生し、沿川に
大きな被害がでまし
た。
●そして、日本で最初の本
格的な治水工事が開始
されることになります。
（赤い線が計画による新
たな淀川の流れ）


